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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
「
文
化
財
と
し
て
の
古
文
書
と
古
記
録
」
に
よ
せ
て
、
私
が
関
わ
っ
た
千
葉
県
袖
ヶ
浦
市
の
市
史
編
纂
の
経
験
を
述
べ
て
み
た
い
。
袖
ヶ
浦
市
は
、
千
葉
県
の
東
京
湾
岸
に
位
置
し
、
現
在
の
海
岸
部
は
、
か
っ
て
の
遠
浅
の
海
岸
線
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
京
葉
工
業
地
域
の
一
山
を
構
成
し
、
内
陸
部
に
は
、
の
ど
か
な
田
園
地
帯
が
続
い
て
い
る
。
同
市
は
一
九
九
一
年
四
月
に
市
制
を
敷
き
、
私
が
近
世
史
部
会
長
（
市
史
編
纂
委
員
）
と
し
て
市
史
編
纂
に
参
加
し
た
の
は
、
翌
九
二
年
四
月
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
の
五
月
か
ら
史
料
整
理
が
始
ま
り
、
十
年
近
く
を
経
て
二
○
○
｜
年
三
月
に
編
纂
事
業
が
終
了
し
、
市
史
編
さ
ん
委
員
会
は
解
散
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
法
政
大
学
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
は
じ
め
、
の
べ
五
近
世
村
落
文
書
の
整
理
と
自
治
体
史
編
纂
（
筑
紫
）
近
世
村
落
文
書
の
整
理
と
自
治
体
史
編
纂
ｌ
千
葉
県
袖
ヶ
浦
市
史
編
纂
の
経
験
か
ら
Ｉ
は
じ
め
に
○
名
近
く
の
方
々
が
、
膨
大
な
史
料
の
調
査
と
整
理
に
関
わ
っ
て
き
た。編
纂
の
成
果
物
と
し
て
は
、
史
料
整
理
の
直
接
の
成
果
と
し
て
史
料
目
録
八
冊
（
平
均
三
五
○
頁
余
）
、
資
料
編
四
冊
（
原
始
・
古
代
・
中
世
一
一
冊
、
近
枇
一
冊
、
近
現
代
一
冊
）
、
通
史
編
三
冊
（
構
成
は
資
料
編
と
同
じ
）
を
刊
行
し
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
近
世
関
係
の
資
料
編
・
通
史
編
は
、
近
世
史
部
会
（
部
会
員
七
名
）
で
担
当
し
、
史
料
の
整
理
と
史
料
目
録
の
編
集
が
同
時
進
行
に
な
る
よ
う
な
時
期
も
あ
っ
た
。
１
七
○
年
代
の
史
料
整
理
こ
こ
で
は
、
袖
ヶ
浦
市
史
で
ど
の
よ
う
に
史
料
整
理
を
行
っ
た
の
史
料
整
理
の
実
際
ｌ
現
状
記
録
Ｉ
筑
紫
敏
夫四一
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かを具体的に述べてみたい。その前に、七○年代の史料整
理について述べておかなければならない。私が学生時代に
経験した史料（近世村落文書）の調査・整理の方法は、蔵
こ
う
り
た
ん
す
や押し入れなどの長持・行李・箪笥などの中にある史料
を、その家の縁側などに出してきて、史料群の量や内容の
特徴などから、ある程度の分類項目を決め、「これは村
況」、「これは年貢」などといくつもの山をつくってゆく。
特定の山があまりにも大きくなりすぎたならば、その中で
「年貢割付状」「年貢皆済目録」などと細分類をして調整を
する。史料群をすべて山に仕分けたならば、原則として史
料一点について一枚の封筒（Ａ４サイズなど）の表に年月
日、表題、形態などを書き込み、封筒に入れる。そして、
山ごとに、つまり各分類項目内で、年月日順に編年にして
ゆく。編年分けが完了したならば、史料番号を通しで封筒
の表に付ける。例えば「村況１」「年貢３」のように。最
後に封筒の表の記載事項を一覧表に転記して一応の目録が
完成する。
このような調査・整理方法をかっては行ってきた。当時
は調査時間の制約、あるいは時代的な制約などがあって、
今から考えると十分とはいえないが、右記のような方法に
よって、ともかくも史料群の「全容」を示す目録の完成と
法
政
史
学
第
五
十
八
号
２
現
状
記
録
の
意
義
袖ヶ浦市史近世史部会では、現状記録方式を採用した。
この方法は、現在のところ、各地の自治体史編纂や大学の
史料調査などで主流になっている調査・整理の方法で調
査・整理の主体によってさまざまな工夫が加えられて、発
展途中の方法といってよい。現状記録方式の前提となる考
え方は、史料が保管・保存されてきた「現状」そのものが
歴史的な意味をもつ可能性があるということである。そこ
では、「文書に貴賎なし」と一一一一口われるように、文書（史料）
の作成年代や状態、内容などには関係なく、すべてに同等
の価値を認めて平等に取り扱うことが原則である。また、
同じ出所の史料群の中で、個々の史料がもともと与えられ
ている秩序（配列）そのものが、組織ないし個人の活動体
系を反映している可能性もあるので、もとの秩序（配列）
を尊重して記録し、復元できるようにするのである。言い
換えるならば、古文書が保存されてきた容器やその中での
並び方の中に当時の文書管理のあり方などの歴史的な意味
や背景が含まれている可能性を認めて、それを尊重して整
理
・
調
査
を
行
う
の
で
あ
る
。
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
四
一
一
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簡
単
な
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
年
貢
割
付
状
（
領
主
が
村
に
出
す
年
貢
上
納
の
命
令
文
害
）
と
領
主
に
年
貢
減
免
を
求
め
る
訴
状
が
紙
紐で括られて保存されていたとする。かっての史料整理方
法だと、年貢割付状は「年貢」の項目に、訴状は「訴願関
係
」
、
紙
紐
は
「
雑
」
へ
と
い
き
な
り
分
類
し
て
、
三
者
は
離
れ
離
れ
に
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
で
は
年
貢
割
付
状
が
、
年
貢
減
免
を
求
め
る
際
の
証
拠
書
類
の
役
割
を
果
た
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
半
永
久
的
に
わ
か
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
な
く
す
た
め
に
現
状
記
録
方
式
で
は
、
最
終
的
に
項
目
に
分
類
す
る
に
し
て
も
、
二
点
の
史
料
が
紙
紐
で
括
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
史
料
番
号
に
よ
っ
て
、
後
に
な
っ
て
復
元
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。
３
資
料
保
存
容
器
の
確
認
具
体
的
な
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
、
図
１
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
史
料
が
木
製
の
引
き
出
し
や
段
ボ
ー
ル
に
入
れ
ら
れ
て
保
存
さ
れ
て
い
た
と
す
る
（
こ
の
史
料
群
は
、
袖
ヶ
浦
市
下
宮
田
の
山
口
直
彦
家文書である。「袖ヶ浦市史料目録２」〈一九九五年、袖ヶ
浦
市
教
育
委
員
会
発
行
〉
参
照
）
。
ス
ケ
ッ
チ
（
図
１
）
を
描
き
、
そ
れ
ら
の
容
器
ご
と
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
番
号
を
つ
け
て
特
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
容
器
の
寸
法
を
記
録
し
、
容
器
自
体
に
墨
書
な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
も
記
録
し
た
。
こ
の
史
料
群
の
場
合
、
近
世
村
落
文
書
の
整
理
と
自
治
体
史
編
纂
（
筑
紫
）
四
＝￣
史料群の全景スケッチ図
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必
E舅屋三
１ －
｜
／
、
P-／ ○一ノ
P-L ０－』 〃/－ノ/1/一之
'一」 ワーーノ /|/－Ｊ
ＤＪ↓、訓訓 Ｃ
と－ノ
β一之
８－３
４－１
,z１－２
/１ －３
ｑ-－１
Ci「 －上
ｑ-Ｊ
Ｐ
ﾉＥｉ -と
伝－３
Ｅ－ノ
Ｅ－上
Ｅ－ｊ
Hosei University Repository
〃へ」７/～７ 〆.／ｏへ/７ －Ｊ。～９恥 法
政
史
学
第
五
十
八
号
図２ 容器Ｅ ２のスケッチj<へ(「
⑮／
２」
図３容器Ｅ ３のスケッチ
４写真・スケッチ・取り出し原則の設定
容器の上から写真を撮り、さらにスケッチ（図２．図
３）をして、史料の配列などから取り出し原則を設定し、
図５の現状記録カードに「左から、上から」などと記録し
ておく。つまり、向かって左側から、そして上から順に番
号を付けることにする。図２の容器（木製の引き出し）
は、図１のＥｌ２で最も左の一番上の史料（「下宮田村
谷家満久治氏」と書かれた史料（横帳））は、史料番号
がＥｌ２ｌ１となる。その後、上から次々に取り出してゆ
くと、九点で容器の底が見えた（着底）。次は右隣りの史
料を取り出してゆくが、Ｅｌ２ｌｍ（「萬附込覚帳」と書
かれた史料（横帳）））が一番上にあったことを現状記録
カード（図５）の欄に記録した後、Ｅｌ２ｌｍを含めて八
点目で着底した。
図２や図３の事例は、かなり整理されて保存されてきた
四
四
容器に入っていないひと、まとまりの史料（露出史料）‐も、
ＤやＭのようにそれぞれ一つの容器に入っていたとみなし
てアルファベットを付した。図１のスケッチとともに同じ
構図の写真を撮っておくことも必要であろう。これらは、
原則として図４の現状記録カードに記入する。
蕊８－万戸一三二
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）
）
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図４現状記録カードＡ
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５
袋
詰
め
袋
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
封
筒
）
は
、
史
料
一
点
に
つ
い
て
一
枚
を
使
う
の
が
原
則
で
あ
る
。
そ
し
て
、
袋
の
表
に
は
あ
ら
か
じ
め
図
６
の
よ
う
な
紙
片
の
上
部
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
幅
程
度
を
糊
づ
け
し
て
お
く
。袋
詰
め
は
、
取
り
出
し
と
同
時
進
行
で
、
数
人
で
役
割
分
担
を
し
て
行
う
。
一
点
の
史
料
を
取
り
出
す
と
同
時
に
、
現
状
記
録
カ
ー
ド
（
図
５
）
と
袋
の
双
方
に
史
料
番
号
を
付
し
、
現
状
記
録
カ
ー
ド
の
「
記
事
」
欄
に
は
、
そ
の
史
料
が
特
定
で
き
る
程
度
の
簡
単
な
仮
表
題
を
書
く
。
例
え
ば
、
図
２
の
Ｅ
ｌ
２
ｌ
ｍ
な
ら
ば
「
天
保
８
、
付
込
帳
」
な
ど
と
す
る
。
そ
し
て
、
袋
に
入
れ
る
。
も
の
で
説
明
は
し
や
す
い
が
、
な
か
に
は
状
物
ご
紙
物
）
な
ど
が
散
乱
す
る
よ
う
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
写
真
や
ス
ケ
ッ
チ
を
こ
ま
め
に
と
っ
て
頻
繁
に
記
録
し
、
枝
番
号
も
使
い
な
が
ら
、
後
に
現
状
を
復
元
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
１
本
表
題
の
記
載
袋
か
ら
史
料
を
取
り
出
し
、
紙
片
と
袋
の
間
に
カ
ー
ボ
ン
紙
を
挟
み
込
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
欄
を
記
入
し
て
行
く
（
万
年
筆
や
ボ
ー
ル
ペ
近
世
村
落
文
書
の
整
理
と
自
治
体
史
編
纂
（
筑
紫
）
二
目
録
原
稿
の
作
成
ｌ
史
料
番
号
か
ら
整
理
番
号
へ
Ｉ
２
分
類
・
編
年
並
べ
替
え
現
状
記
録
方
式
で
は
、
調
査
主
体
に
よ
っ
て
は
史
料
番
号
順
の
ま
ま
で
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
袖
ヶ
浦
市
史
近
世
史
部
会
で
は
、
検
討
し
た
結
果
、
活
用
す
る
便
宜
上
、
史
料
群
の
点
数
が
一
○
○
点
以
下
の
場
合
は
分
類
を
せ
ず
に
、
編
年
で
並
べ
替
え
る
の
み
と
し
た
。
’
○
○
点
だ
と
目
録
で
は
、
五
頁
ほ
ど
に
な
り
、
何
と
か
全
体
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
を
分
類
し
て
は
か
え
っ
て
煩
雑
に
な
る
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
’
○
○
点
以
上
の
場
合
は
、
分
類
を
し
な
い
と
使
い
づ
ら
い
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
の
史
料
整
理
方
式
と
同
じ
く
、
史
料
群
の
特
徴
に
応
じ
て
適
宜
、
分
類
項
目
を
設
定
し
て
袋
を
並
べ
替
え
、
そ
の
後
で
項
目
内
で
編
年
に
並
べ
替
え
た
。
そ
し
て
、
整
理
番
号
を
例
え
ば
「
村
況
１
」
「
年
貢
３
」
の
よ
う
に
つ
け
た
。
次
に
紙
片
の
上
部
に
定
規
を
あ
て
て
は
ぎ
取
る
と
、
カ
ー
ボ
ン
紙
を
挟
ん
で
あ
っ
た
の
で
、
袋
の
表
面
に
も
本
表
題
な
ど
の
記
載
ン
な
ど
は
イ
ン
ク
が
史
料
に
飛
ぶ
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
史
料
調
査
・
整
理
の
全
過
程
を
通
じ
て
使
わ
ず
に
、
鉛
筆
・
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
を
使
う
）
。
表
題
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
意
味
不
明
な
場
合
は
、
（
）
を
付
け
て
内
容
表
題
を
書
く
。
例
え
ば
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
で
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
に
続
け
て
「
（
大
旱
魅
に
付
年
貢
減
免
願）」などと書く。
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が
残
る
こ
と
に
な
る
（
た
だ
し
、
カ
ー
ボ
ン
紙
を
使
っ
て
の
紙
片
へ
の
記
入
が
終
わ
っ
た
段
階
で
紙
片
を
は
ぎ
取
っ
て
し
ま
い
、
袋
そ
の
も
の
の
並
べ
替
え
は
や
ら
ず
に
、
紙
片
の
並
べ
替
え
で
編
年
ま
で
行
っ
た
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
は
、
目
録
の
整
理
番
号
で
は
な
く
、
史
料
番
号
か
ら
、
め
ざ
す
史
料
を
探
す
こ
と
に
な
る
。
現
状
の
復
元
を
よ
り
早
く
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
必
ず
し
も
統
一
し
な
か
っ
た
）
。
ま
た
、
史
料
群
に
よ
っ
て
は
、
紐
で
ひ
と
ま
と
ま
り
に
括
ら
れ
た
も
の
は
、
分
類
過
程
で
バ
ラ
バ
ラ
に
せ
ず
に
、
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
目
録
化
す
る
工
夫
を
し
た
も
の
も
あ
る
。
こ
う
し
て
編
年
の
終
わ
っ
た
紙
片
を
目
録
用
紙
に
転
記
を
し
て
目
録
の
完
成
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
袖
ヶ
浦
市
で
は
、
史
料
目
録
を
刊
行
す
る
計
画
で
あ
っ
た
の
で
、
目
録
用
紙
を
印
刷
業
者
に
人
槁
し
、
そ
の
一
、
二
か
月
後
か
ら
原
史
料
と
の
校
正
作
業
に
追
わ
れ
た
の
で
あった。
目
録
に
は
、
巻
頭
に
解
説
を
つ
け
た
。
解
説
を
書
く
に
あ
た
っ
て
は
、
史
料
の
所
蔵
者
や
地
域
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
家
及
び
村
の
説
明
を
記
し
た
。
さ
ら
に
現
状
記
録
の
デ
ー
タ
と
し
て
収
納
状
態
の
ス
ケ
ッ
チ
・
写
真
及
び
配
列
の
記
録
を
記
し
、
史
料
番
号
に
よ
る
関
連
史
料
の
復
元
を
行
い
や
す
く
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
本
表
題
な
ど
紙
片
へ
の
記
載
の
段
階
か
ら
、
コ
ン
近
世
村
落
文
書
の
整
理
と
自
治
体
史
編
纂
（
筑
紫
）
以
上
、
袖
ヶ
浦
市
史
近
世
史
部
会
で
行
っ
た
現
状
記
録
方
式
に
よ
る
史
料
整
理
の
経
験
を
述
べ
て
き
た
。
も
と
よ
り
試
行
錯
誤
の
連
続
で
、
史
料
目
録
か
ら
始
ま
り
、
資
料
編
・
通
史
編
に
至
る
過
程
で
、
刊
行
計
画
に
沿
っ
た
締
切
に
追
わ
れ
る
日
々
が
続
い
た
。
そ
の
た
め
、
現
状
記
録
の
成
果
を
、
資
料
編
や
通
史
編
に
生
か
し
き
れ
た
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
ま
た
、
他
の
調
査
主
体
が
行
っ
て
い
る
現
状
記
録
方
式
の
改
善
点
な
ど
の
情
報
を
得
て
、
整
理
方
法
を
改
良
さ
せ
て
ゆ
く
ゆ
と
り
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
稿
は
、
多
く
の
仲
間
と
長
期
間
に
わ
た
っ
て
苦
楽
を
共
に
し
た
さ
さ
や
か
な
実
践
報
告
に
過
ぎ
な
い
。
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
て
、
そ
れ
を
元
に
並
べ
替
え
を
行
え
ば
、
史
料
番
号
順
の
目
録
と
整
理
番
号
順
の
目
録
の
両
方
を
容
易
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
る
検
索
も
可
能
に
な
る
。
し
か
し
、
袖
ヶ
浦
市
史
編
纂
室
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
目
録
が
刊
行
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
、
私
た
ち
が
担
当
し
た
市
域
史
料
の
調
査
・
整
理
は
、
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
前
述
の
よ
う
な
手
作
業
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
よ
り
効
果
的
な
活
用
方
法
が
模
索
さ
れ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
三
現
状
記
録
の
成
果
の
活
用
四九
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現
状
記
録
方
式
の
お
か
げ
で
、
ひ
と
つ
の
発
見
を
し
た
事
例
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
こ
の
発
見
の
内
容
は
、
『
袖
ヶ
浦
市
史
通
史
編
２
近
世
』
（
四
三
○
頁
）
に
「
私
年
号
『
神
徳
』
と
幕
府
の
終
焉
」
と
い
う
小
見
出
し
で
記
述
し
た
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
家
の
史
料
の
中
に
「
神
徳
元
年
卯
十
一
月
吉
日
御
上
納
金
請
取
通
帳
」
と
い
う
表
題
の
横
半
帳
が
あ
っ
た
。
「
神
徳
」
と
い
う
元
号
は
公
式
に
は
な
い
の
で
、
史
料
目
録
で
は
、
編
年
の
し
ょ
う
が
な
く
、
そ
の
家
の
十
四
点
の
史
料
の
う
ち
「
昭
和
」
の
史
料
の
次
に
記
載
し
て
あ
っ
た
（
『
袖
ヶ
浦
市
史
料
目
録
１
』
一
九
九
五
年
、
袖
ヶ
浦
市
教
育
委
員
会
発行）二一一一一頁）。そこで現状記録の史料番号をみると、
慶
応
元
年
の
「
御
上
納
金
請
取
通
」
の
す
ぐ
下
に
位
置
し
て
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
両
者
を
比
べ
る
と
差
出
人
・
受
取
人
な
ど
書
式
は
同
じ
で
、
帳
面
の
大
き
さ
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
「
卯
年
」
とあることから、神徳元年Ⅱ慶応一一一年と確定する決め手の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
私
年
号
『
神
徳
』
と
木
更
津
船
の
船
持
」
（
『
東
京
湾
学
会
誌
ｌ
東
京
湾
の
水
土
ｌ
』
｜
巻一一一号、一九九九年十二月、東京湾学会発行）を参照のこ
と）。
四
今
後
の
課
題
現
状
記
録
方
式
は
理
想
論
で
あ
っ
て
、
実
際
の
史
料
調
査
・
整
理
法
政
史
学
第
五
十
八
号
五○
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
ん
な
に
時
間
を
か
け
て
は
い
ら
れ
な
い
、
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
る
。
確
か
に
七
○
年
代
に
私
が
経
験
し
た
史
料
整
理
の
方
法
よ
り
も
時
間
は
か
か
る
。
つ
ま
り
、
自
治
体
史
編
纂
の
場
合
、
予
算
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
、
自
治
体
財
政
窮
迫
に
よ
る
予
算
節
減
の
な
か
で
、
現
状
記
録
方
式
は
軽
視
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
少
な
く
と
も
市
の
レ
ベ
ル
で
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
現
状
記
録
方
式
に
よ
る
、
市
域
の
大
半
の
史
料
の
調
査
・
整
理
を
実
施
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
袖
ヶ
浦
市
当
局
の
英
断
は
、
文
化
財
の
保
存
と
活
用
と
い
う
意
味
か
ら
も
賞
賛
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
》つ。同
時
に
、
長
期
的
な
視
野
で
み
る
な
ら
ば
、
史
料
整
理
の
方
式
が
従
来
よ
り
も
（
前
述
の
七
○
年
代
の
方
式
よ
り
も
）
進
歩
し
て
い
る
以
上
、
予
算
の
都
合
と
い
う
理
由
だ
け
で
「
史
料
群
の
破
壊
」
に
等
し
い
、
従
来
型
の
整
理
方
式
は
と
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
目
録
作
成
者
の
窓
意
に
よ
る
「
現
状
の
破
壊
」
は
、
後
世
の
調
査
者
・
研
究
者
に
対
し
て
情
報
を
狭
め
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
こ
と
は
、
近
年
の
記
録
史
料
学
研
究
の
高
ま
り
と
相
俟
っ
て
ま
す
ます重要性を高めていると一一一一口えよう。
袖
ヶ
浦
市
史
近
世
史
部
会
で
も
、
予
算
と
時
間
（
刊
行
計
画
）
と
の
勝
負
の
な
か
で
、
個
々
の
史
料
群
の
状
況
に
よ
っ
て
は
（
例
え
ば
、
史
料
の
配
列
に
ご
く
最
近
に
な
っ
て
大
幅
に
手
が
加
え
ら
れ
た
Hosei University Repository
こ
と
が
明
確
な
場
合
な
ど
）
、
い
く
つ
か
の
工
程
を
簡
素
化
し
て
対
処
し
た
こ
と
を
率
直
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
史
料
群
の
状
態
を
記
録
す
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
ス
ケ
ッ
チ
の
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
に
、
三
脚
に
取
り
つ
け
た
ビ
デ
オ
を
回
し
続
け
る
こ
と
も
、
改
良
点
と
し
て
は
行
う
べ
き
だ
っ
た
と
現
在
は
思
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
前
述
の
よ
う
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入
し
て
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
を
つ
く
り
、
そ
こ
か
ら
目
録
を
つ
く
っ
た
り
、
諸
々
の
検
索
を
お
こ
な
っ
て
ゆ
く
方
法
も
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
実
践
的
に
発
展
途
上
の
現
状
記
録
方
式
に
よ
る
史
料
の
調
査
・
整
理
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
主
体
の
経
験
の
交
流
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
よ
い
方
法
が
模
索
さ
れ
て
ゆ
く
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
た
め
の
た
た
き
台
の
意
味
か
ら
、
袖
ヶ
浦
市
に
お
け
る
さ
さ
や
か
な
実
践
例
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
〔
付
記
〕
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
袖
ヶ
浦
市
郷
土
博
物
館
の
多
田
信
子
氏
、
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
の
実
形
裕
介
氏
か
ら
貴
重
な
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た。記して謝意を表したい。
近
世
村
落
文
書
の
整
理
と
自
治
体
史
編
纂
（
筑
紫
）
五
一
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